
7 6 回高知県中学校総合
体育大会に出場しました！第

　大正中学校からは水泳、陸上、ソフトボールの部に

それぞれ出場しました。結果は以下のとおりです。ソ

フトボール部は準優勝となりましたので、7 月 30 日

（土）から行われた第 60 回四国中学校総合体育大会に

出場し、初戦愛媛県代表の重信中学校に１対５で敗れ

ました。

大会結果

　水　泳　　7 月 21 日（木）〜 22 日（金）　

３年：今城瑛太

200m 個人メドレー　決勝 4 位（2 分 42 秒 96）

50m 自由形　予選 6 組 5 着（28 秒 86）

　陸　上　　7 月 23 日（土）

【男子】4×100m リレー（① 1 年：今城匡琥・② 3 年：

宮﨑瑠衣・③ 2 年：佐竹未流・④ 3 年：北重斗）予選 5

組 5 着（54 秒 83）　【女子】4×100mリレー（① 3 年：

宮脇香桜・② 3 年：秋田萌維・③ 1 年：本山陽愛・④ 2 年：

本山優希）予選 2 組 6 着（1 分 2 秒 49）

　ソフトボール　　7 月 21 日（木）〜 22 日（金）　

２回戦勝利（大正中　５－２　土佐中）

３回戦勝利（大正中　10－0×　香我美中・嶺北中）※

5 回コールド

決勝戦敗退（大正中　5－6×　仁淀中・池川中・尾川中）

※ 7 回サヨナラ

（2 年：小野川武仁、久保田貫太、武内紅春、谷口輝羅、

谷脇大雅）（３年：岡本将弥、岡本遥翔、武内龍心、那須允旗、

林幸輝、水口琉翔、山脇唯希）

川 中 学 校 模 擬 議 会 開 催
議長役議員役に分かれ議会に臨みました窪

　７月 19 日（火）、四万十町役場議会議場において、

窪川中学校生徒会が中心となり、１年から３年までの

立候補した 17 人が議員役と議長役になり、窪川中学校

模擬議会（こども議会）が開催されました。　

　生徒たちは、議会のしくみや町が計画する文化的施

設について、事前研修を受け、文化的施設の活用法な

どについて、一般質問を考えて議会に臨みました。

　一人ひとり質問や提案を行い、それに対し、町長や

執行部職員等が真摯に答弁をしました。

る さ と 学 習 事 業 開 催
川 が き 体 験 を 行 い ま し たふ

　８月４日（木）にふるさと学習の一環として、米奥小

学校の河原で町内５年生を対象とし『川がき体験学習』

を行いました。30 名の児童が参加し、川遊び・生き物

探し・ドローングループに分かれて活動し、休憩時には、

四万十川で採れた鮎やおにぎり、スイカを食べました。

　生まれ育った四万十町の自然を体験するとともに、

他校との交流で仲間づくりを行うことができました。

四万十町通信一令和 4年９月号21

30



　土佐くろしお鉄道では宿毛線開通 25 周年、ごめん・なはり線開通 20 周年

を記念とした特別企画「時代の夜明けのものがたり列車で行く高知県横断ツ

アー ( 西⇒東 )」を行います。車窓に広がる雄大な太平洋を人気の観光列車で

眺めに行ってみませんか。

▼日程　10 月 28 日 ( 金 ) ～ 29 日 ( 土 )

▼旅行代金　大人　19,000 円

　　　　　　（２名１室※子どもは要問合せ）

▼申込締切　10 月 14 日 ( 金 )

  宿毛線開通 25 周年　ごめん・なはり線開通 20 周年
時代の夜明けのものがたり列車で行く　高知県横断ツアー（西⇒東）

（高知観光リカバリーキャンペーン適用事業）

志国土佐 時代の夜明けのものがたり

宿泊地

8:30

岩崎弥太郎生家

9:00

伊尾木洞

9:50

室戸ジオパーク

12:00( 昼食 )

奈半利駅

15:01

高知駅

17:10

中村駅

18:59

宿毛駅

19:17

宿毛駅

9:05

中村駅

9:24

高知駅

12:00

奈半利駅

14:35

モネの庭

15:00

芸西 ( 泊 )

17:00 頃
1 日目

２日目

※【宿泊先】ロイヤルホテル土佐【貸切バス】高知東部交通【添乗員】同行してお世話いたします

※詳しい行程等は下記までお問い合わせください。

■お問い合わせ先　土佐くろしお鉄道株式会社 総務部 総務企画課  

((

0880-35-4962（平日 8:30-17:30） 

▼行程
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　令和５年度　高知県立農業大学校　学生募集　
「未来につなぐ　新たな農業の担い手を育む」

　農業技術や経営についての実践的な研修教育を行い、地域の農業振興に貢献することができる優れた農業の担い手および指導

者の育成を目標としています。

■学科および募集定員　※卒業生には専門士（農業専門課程）の称号が付与されます。

園芸学科 定員

野菜・花き・果樹・６次産業化などに

ついての専門的研修教育
45 人

畜産学科 定員

畜産・６次産業化などについての専

門的研修教育
5 人

■出願期間・試験日

対象者および

出願資格

一般

募集

次のいずれかに該当する者

①学校教育法による高等学校を卒業した者または卒業見込みの者

②文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者

③知事が①②の者と同等以上の学力を有すると認めた者

選考

方法

①筆記試験

②面接試験

社会人

募集

一般募集の要件に加え、６ヶ月以上の就業経験等を有する者で、

当校卒業後に県内での就農を希望する者

選考

方法

①小論文

②面接試験

出願期間
【前期】令和 4 年 10 月 31 日（月）～ 11 月 15 日（火）

【後期】令和 5 年 1 月 24 日（火）～ 2 月 14 日（火）

試験日
【前期】令和 4 年 11 月 25 日（金）

【後期】令和 5 年  3 月 2 日（木）

※本校についての詳しい内容はホームページをご覧ください。オープンキャンパスも開催します。

［お問い合わせ先］　高知県立農業大学校　吾川郡いの町波川 234番地　

((

088-892-3000
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
8

月
下
旬
に
感
染

拡
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
は
徐
々
に
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
に
伺
え
ま

す
が
、
町
内
で
は
一
定
の
感
染
の
発
生
が
続

い
て
お
り
、
本
年
1

月
1

日
よ
り
延
べ
で
１
，

２
７
７
人
（
９
／
12

現
在
）
で
、
町
民
の
８
％

の
方
が
感
染
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
重
症
化

し
に
く
い
と
さ
れ
、
令
和
4

年
9

月
7

日

付
け
厚
生
労
働
省
事
務
連
絡
に
よ
り
、
感

染
拡
大
防
止
と
業
務
継
続
を
両
立
さ
せ
る

た
め
陽
性
者
の
療
養
期
間
・
待
機
期
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
て
お
り
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑

え
る
こ
と
よ
り
社
会
機
能
の
維
持
が
重
要

と
考
え
ま
す
の
で
、
基
本
的
な
感
染
対
策

の
継
続
推
進
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
、
引
き

続
き
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
に

つ
き
ま
し
て
は
、
接
種
対
象
者
が
60

歳
以

上
の
方
と
、
医
療
従
事
者
や
基
礎
疾
患
等

を
有
す
る
18

歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
、

８
月
末
現
在
、
60

歳
以
上
で
７
，
１
１
０
人
、

18

歳
以
上
の
対
象
者
で
接
種
の
申
請
が
あ
っ

た
１
，
１
０
０
人
の
方
に
接
種
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
別
接
種
で
町

内
６
医
療
機
関
に
お
い
て
７
月
11

日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。
集
団
接
種
は
、
「
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
と
「
き
ら
ら
大
正
」

の
２
カ
所
に
お
い
て
、
７
月
24

日
か
ら
８
月

27

日
ま
で
の
土
曜
日
と
日
曜
日
に
計
７
回
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
町
で
の
８
月
末
現
在
の
４

回
目
の
接
種
率
は
、
60

歳
以
上
の
接
種
対

象
者
に
対
し
、
72
・
4

％
と
な
っ
て
お
り
、

９
月
以
降
も
各
医
療
機
関
に
お
い
て
、
３
回

目
接
種
な
ど
と
並
行
し
て
接
種
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
９
月
19

日
の
週
以
降
、
順
次
、

本
町
に
ワ
ク
チ
ン
が
配
送
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
具
体
的
な

説
明
が
９
月
16

日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
受
け
て
町
内
医
療
機
関
と
日
程
等
を

調
整
し
、
進
め
て
行
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
基
本
方
針

に
お
い
て
、
来
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
を
地
方
交
付
税
の
算
定
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
政
府
は
令
和
４
年
度
中
に
カ
ー

ド
を
全
国
民
に
交
付
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
７
月
末
時
点
の
交
付
率
は
45
・

9

％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
カ
ー
ド
取
得
者

に
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
な
ど
で
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
役
場
窓

口
で
の
申
請
手
続
き
支
援
や
顔
写
真
の
無

料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
ほ
か
、
本
年

度
か
ら
は
、
町
内
の
事
業
所
や
高
齢
者
施

設
、
高
等
学
校
な
ど
、
一
定
数
の
申
請
希
望

者
が
見
込
ま
れ
る
場
所
へ
の
出
張
申
請
サ
ー

ビ
ス
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
町
に
お
け
る
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
７

月
末
時
点
で
25
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
１
，

７
４
１
自
治
体
の
下
位
10

団
体
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
の
方
針
と
し
て
、
よ
り
一

層
の
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
し
、
町
職
員
へ
の
取
得
を
勧
奨
す
る

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
も
で
き
る
限
り

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に

よ
り
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
町
民
生
活
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
い
た
だ

い
た
町
民
を
対
象
に
一
人
当
た
り
３
万
円
の

商
品
券
を
配
布
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
今

議
会
定
例
会
に
約
４
億
円
の
関
連
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
と
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
行
政
デ

ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
総
事
業

費
等
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
６
年
度
中
の
開
館
を
目
指
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
文
化
的
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
末
に
完
了
し
た
基
本
設
計
を

も
と
に
、
昨
年
11

月
か
ら
実
施
設
計
に
着

手
し
、
本
年
10

月
中
旬
の
完
了
に
向
け
設

計
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
実
施
設
計
委
託
料
に
係
る
予
算

に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
の
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
継
続
費
の
設
定
と
合
わ
せ
て
可
決
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
際
に
お
示
し
し

た
総
事
業
費
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
事
務
費
等
も
含
め
総
額
で

15

億
９
，
４
３
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
や
ア
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
さ
ら
に

は
原
油
価
格
の
高
騰
や
円
安
と
い
っ
た
様
々

な
要
因
に
よ
り
、
資
材
単
価
の
高
騰
や
資

材
が
入
り
に
く
い
と
い
っ
た
状
況
が
続
い
て

令
和
４
年
9
月

令
和
４
年
9
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告
（
要
旨
）
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お
り
、
文
化
的
施
設
整
備
事
業
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
結
果
、

実
施
設
計
を
踏
ま

え
た
現
時
点
に
お
け
る
総
事
業
費
は

22

億
１
，
３
２
０
万
円
の
見
込
み
と
な

り
、
昨
年
９
月
の
議
会
定
例
会
で
お
示

し
し
て
い
た
総
事
業
費
か
ら
6

億
１
，

８
８
９
万
円
・
1
・
39

倍
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
必
要

な
財
源
と
し
て
、
合
併
特
例
事
業
債

や
過
疎
対
策
事
業
債
と
い
っ
た
町
債
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
後
年
度

に
普
通
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る

金
額
を
除
い
た
実
質
的
な
負
担
額
は
、

2

億
２
，
２
８
３
万
円
増
加
の
8

億
４
，

７
７
６
万
円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
主
な
増
額
要
因
と
し
て
は
、

先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
と
お
り
資
材
単
価

の
高
騰
や
、
資
材
が
入
り
に
く
い
と
い
っ

た
状
況
に
あ
る
た
め
で
、
他
の
事
業
等

と
同
様
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
影
響
額

も
大
き
く
実
施
設
計
の
結
果
に
つ
い
て

は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
影
響
額
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
「
ま
ず
は
実

施
設
計
作
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
総
事
業

費
に
つ
い
て
、
本
年
９
月
の
議
会
定
例

会
で
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
旨
と
、

「
本
年
12

月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て

補
正
予
算
の
計
上
を
予
定
し
て
お
り
、

総
事
業
費
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で

今
後
の
情
勢
等
も
見
極
め
な
が
ら
、
議

会
12

月
定
例
会
に
お
い
て
改
め
て
方
向

性
を
お
示
し
し
た
い
」
旨
を
説
明
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
今
回
お
示
し
し
た
総
事
業
費

の
う
ち
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
本
体
建

築
工
事
費
等
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月

下
旬
の
資
材
単
価
等
を
も
と
に
積
算
し

た
も
の
で
あ
り
、
資
材
単
価
の
高
騰
等

に
伴
う
影
響
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
の

タ
イ
ミ
ン
グ
も
含
め
こ
れ
ら
を
見
据
え

た
判
断
と
予
算
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
と
お
り
、

現
時
点
で
見
込
ま
れ
て
い
る
総
事
業
費

を
も
と
に
、
10

月
中
旬
に
完
了
予
定
の

実
施
設
計
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
情
勢
等
も
見
極
め
な
が
ら
、
ま
た
、

町
民
の
皆
様
に
対
す
る
説
明
・
意
見
交

換
会
な
ど
も
開
催
し
な
が
ら
、
本
年
12

月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
関
連
予

算
の
計
上
判
断
も
含
め
、
方
向
性
を
お

示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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［お問い合わせ先］ 

 企画課広報情報係　



22-3124

四万十町HP▶分類で探す▶その他▶

『四万十町通信すくすくコーナー募集！！』

石田　葵 くん

いしだ あおい

令和４年７月生まれ

たくさん食べてすくすく元気に育ってね♪

仁井田

（健太郎、有貴より）
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文
化
的
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

文
化
的
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
の
議
会
定
例
会
の
予
算
審
議
に
お
い

て
、
実
施
設
計
や
用
地
取
得
に
要
す
る
費

用
を
は
じ
め
、
施
設
本
体
の
建
築
工
事
費

等
を
含
む
令
和
５
年
度
ま
で
の
「
継
続
費
」

の
設
定
に
つ
い
て
議
決
を
い
た
だ
き
、
施
設

の
本
格
的
な
整
備
に
向
け
、
昨
年
11

月
に

は
実
施
設
計
に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
９
月
の
議
会
定

例
会
で
も
ご
報
告
し
た
と
お
り
、
本
事
業
に

お
い
て
も
全
国
的
な
資
材
単
価
の
高
騰
等
に

よ
る
影
響
を
受
け
、
昨
年
９
月
に
お
示
し
し

た
総
事
業
費
か
ら
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
議
会
や
町
民
の
皆
様
も
含
め
た
今
後

の
選
択
肢
と
し
て
、
「
①
や
む
を
得
な
い
事

情
で
あ
る
た
め
、
設
計
の
見
直
し
等
は
行
わ

ず
に
予
算
計
上
」
、
「
②
施
設
規
模
の
縮
小

や
設
計
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
含
め
た
総
事

業
費
の
圧
縮
を
検
討
」
、
「
③
事
業
の
一
時

休
止
」
の
３
つ
を
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
本
年
10

月
に
は
実
施
設
計
が

完
了
し
、
こ
の
時
点
で
総
事
業
費
が
約

21

億
２
，
６
０
０
万
円
の
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
も
資
材
単
価
の
高
騰

等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
の

根
拠
と
な
る
最
終
的
な
総
事
業
費
と
し
て

は
、
実
施
設
計
に
基
づ
く
建
築
工
事
費
等

に
、
発
注
時
ま
で
の
今
後
の
物
価
上
昇
見

込
等
を
加
味
し
た
23

億
１
，
７
８
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
ご
説

明
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

去
る
11

月
１
日
・
２
日
・
４
日
に
大
正
・
十

和
・
窪
川
地
域
に
お
い
て
計
３
回
の
「
説
明
・

意
見
交
換
会
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
見
込
ま
れ
る

総
事
業
費
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
充
て
る
財
源

や
町
の
財
政
状
況
、
現
在
の
町
立
図
書
館
・

美
術
館
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
約
１
０
０
名
の
皆
様

か
ら
は
「
予
定
ど
お
り
令
和
６
年
度
に
開

館
で
き
る
の
か
。
」
「
説
明
を
受
け
、
財
政

的
に
問
題
が
な
く
施
設
規
模
や
サ
ー
ビ
ス
が

華
美
過
大
な
も
の
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
。

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
の
で
、
計
画
ど
お
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
て
ほ
し
い
。
」
と
い
っ

た
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
、
「
コ
ロ
ナ
禍

や
物
価
高
騰
の
中
、
果
た
し
て
必
要
な
整

備
な
の
か
。
」
「
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
、

時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
」
と

い
っ
た
声
や
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
心
配
さ
れ
る
声
な

ど
、
多
数
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、
各
会
場
で
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
行
政
放
送
」
枠
内
で
、「
前

編
」
と
「
後
編
」
の
２
回
に
分
け
て
放
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11

月
29

日
に
は
「
四
万
十
町
の

未
来
を
考
え
る
会
」
か
ら
町
長
宛
て
に
、「
文

化
的
施
設
整
備
事
業
の
一
時
休
止
を
求
め
る

請
願
書
」
が
３
，
５
９
５
名
の
署
名
と
共
に

提
出
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
署
名
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、
提
出
者
に
よ
る
集
計
ベ
ー
ス
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
に
、
ご
不
安
を
お
持
ち
の
こ
と
と
受
け
止

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
場
面
や
機
会
を
通
じ
て
ご
意
見
等
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
意
見
等
も
十
分

に
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
私
た
ち
町
民
に
は
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
歴
史
を

次
世
代
に
守
り
伝
え
る
責
任
が
あ
る
と
と
も

に
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
今
と
未
来

の
た
め
に
も
、
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
ま
ち
づ
く
り
や
文
化
施
策
の
核
と

な
る
施
設
の
整
備
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
し
、
今
議
会
の
一
般
会
計
補
正

予
算
に
お
き
ま
し
て
、
関
連
す
る
歳
入
歳

出
予
算
や
継
続
費
の
変
更
に
係
る
補
正
予

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
１
点
目
に
、
本

事
業
が
基
本
構
想
や
基
本
計
画
、
さ
ら
に

は
施
設
の
整
備
に
必
要
な
予
算
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
６
年
間
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
事
業
で
あ
る
こ
と
。
２
点
目
と
し
て
、

旧
役
場
本
庁
舎
跡
地
を
建
設
予
定
地
と
し

た
「
基
本
設
計
」
が
令
和
２
年
度
末
に
完

了
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
昨
年
９
月
の
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
施
設
の
規
模
や
構
造
等

も
含
め
、
開
館
ま
で
に
必
要
な
予
算
を
お

認
め
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
。
３
点
目
と
し

て
、
今
回
の
増
額
理
由
が
、
施
設
規
模
や

構
造
等
の
変
更
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
全

国
的
な
資
材
単
価
の
高
騰
等
に
伴
う
影
響

で
あ
る
こ
と
。
４
点
目
と
し
て
、
施
設
規
模

に
つ
い
て
は
「
基
本
構
想
」
や
「
基
本
計
画
」

の
検
討
結
果
を
反
映
し
た
、
必
要
最
低
限

の
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ

ら
に
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
町
の
人

口
規
模
か
ら
み
た
蔵
書
数
や
、
収
蔵
品
の

適
切
な
管
理
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
計
画

し
て
い
る
施
設
規
模
が
必
要
で
あ
り
、
早
急

な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
５
点
目

と
し
て
、
有
利
な
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い

る
合
併
特
例
事
業
債
の
借
入
期
限
が
令
和

７
年
度
末
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
。
６
点
目
と

し
て
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
行
い
、

令
和
４
年
12
月

令
和
４
年
12
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告
（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告
（
要
旨
）
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今
後
も
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。
最
後
に
、
若
い
世

代
や
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
の
施
設
の
整

備
を
求
め
る
声
や
期
待
を
寄
せ
る
声
も
多

く
、
以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
、
先

に
お
示
し
し
て
い
た
選
択
肢
の
「
①
設
計
の

見
直
し
等
は
行
わ
ず
に
予
算
を
計
上
」
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
関
連
す
る
「
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
一
部
変
更
」
と

「
補
正
予
算
」
を
、
今
議
会
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
こ
の
町
の
未
来
を
つ
く
る
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
今
回
の
決
定
は
大
変

大
き
な
判
断
と
な
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
も
ご

説
明
し
た
と
お
り
、
施
設
に
期
待
を
寄
せ

る
声
も
多
い
中
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
検
討
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

町
立
図
書
館
・
美
術
館
の
課
題
の
根
本
的

な
解
決
を
図
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
町
の
魅
力
を
高
め
、

定
住
や
人
口
の
増
加
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

概
要
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

10

月
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

２
回
目
接
種
を
済
ま
さ
れ
た
12

歳
以
上
の

方
と
な
り
、
本
町
で
は
、
約
１
４
，
０
０
０

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
間
隔
も
５
カ
月
か
ら
３
カ
月

へ
と
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
７
月
か
ら

８
月
ま
で
に
４
回
目
接
種
を
終
え
ら
れ
た
60

歳
以
上
の
方
な
ど
が
、
11

月
末
ま
で
に
接

種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予

約
セ
ン
タ
ー
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
順

次
、
接
種
券
の
発
送
を
行
い
、
現
在
、
接

種
可
能
な
方
に
は
接
種
券
の
配
布
を
完
了

し
、
年
内
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
日
の
接
種
が
難
し
い
方
に
は
、

土
曜
日
に
「
き
ら
ら
大
正
」
、
日
曜
日
は
「
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
集
団

接
種
を
12

月
３
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
５
歳
か
ら
11

歳
ま
で
の
小
児
用

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
は
、
９
月
27

日
か

ら
予
約
を
開
始
し
接
種
を
行
っ
て
お
り
、
新

た
に
接
種
対
象
と
な
っ
た
生
後
６
か
月
か
ら

４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
接
種
は
、
12

月
６
日

か
ら
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
第
８
波
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の

皆
様
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
つ
い
て

　

本
年
11

月
30

日
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
全
国
平
均
が

53
・
９
％
、
本
町
が
47
・
１
％
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
２
か
月
間
で
全
国
平
均
と
の
差
は

13

％
ほ
ど
縮
小
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

間
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
本
町
の

商
品
券
配
布
事
業
が
相
ま
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
さ
れ
た
町
民
は

延
べ
１
１
，
０
０
０
人
を
超
え
、
申
請
率
は

68
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
四
万
十
町
役
場
に
お
い
て
は
、カ
ー

ド
の
交
付
申
請
の
た
め
の
臨
時
窓
口
を
設
置

し
て
対
応
し
て
お
り
、
今
月
18

日
ま
で
は
日

曜
日
も
開
庁
し
て
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。子

育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
第
２
次
四
万
十
町
総
合
振

興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
予
測
さ
れ
る
人
口

減
少
が
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
少
子
化
の
背
景
に
あ
る
社
会
意
識
を

問
い
直
し
、
家
族
の
重
要
性
の
再
認
識
を

促
し
、
ま
た
若
い
世
代
の
不
安
感
の
原
因
に

総
合
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
の
抜
本
的
な
拡
充
、
強
化
、

転
換
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
「
子
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

妊
産
婦
か
ら
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
の
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
充
実
と
拡
充
を
図
る
た
め
、
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
議
会
で
は
、

そ
の
一
つ
と
し
て
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校

生
ま
で
に
拡
充
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を
議

案
と
し
て
上
程
し
、
来
年
度
施
行
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
分
野
で
は
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
提
供
し
て
い
る
給
食
と
各
校
で

学
習
に
用
い
て
い
る
副
教
材
に
係
る
保
護
者

負
担
を
来
年
度
当
初
か
ら
求
め
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
の
人
数
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
負

担
額
が
異
な
る
修
学
旅
行
の
費
用
の
平
準

化
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
妊
娠
、
出
産
を
含
む

子
育
て
と
仕
事
が
両
立
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
取
組
と
し
て
、
心
理
的
な
負
担
軽

減
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
先
に

申
し
上
げ
た
支
援
策
と
合
わ
せ
て
、
来
年

度
予
算
等
に
反
映
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
文
化
的
施
設
を
含
む
将
来
の

四
万
十
町
に
必
要
な
施
策
を
推
進
し
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　四万十川の現状を知るため、川とともに生きる人々へのインタビューを四万十市が行いました。これまで四万十

川のために流域住民が取り組むこと、気にしてほしいことなどを紹介していましたが、流域に住む人たちでも、地

域が違えば取り組みなども異なってきますので下流部に住む方へのインタビューの内容を掲載させていただきます。

　今回は、100 年後も四万十川が清流であることを願い、環境に配慮した農法

で栽培されている「しまんと農法米」について、高知県農業協同組合の福留さ

んにお話を伺いました。

※しまんと農法米の詳細はvol.２（令和４年４月号）をご覧ください。

　やはり昔と比べると四万十川は汚れてきたと思う。そこで、四万十川を守るために農家ができることとして「し

まんと農法米」を紹介したい。

　しまんと農法米の主な特徴は、浅水代かきと農薬５割減栽培（高知県慣

行農法比）である。環境に配慮しながら美味しいお米を作るためには相当

な技術が必要だが、現在その技術を有する 13 農家が取り組んでくださって

いる。また、しまんと農法米の売り上げの一部は四万十川清流保全基金に

寄付されており、四万十川の環境を守る活動に利用されている。このように

環境に配慮したしまんと農法米に取り組むことで、農家の皆さんも四万十川

の環境保全に貢献しているという自信を持っている。
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Information

町税の納付方法が追加されますお知らせ

　町税の納付については、これまでの口座振替やコンビ

ニ納付、スマホ決済に加え、令和５年４月より納付書に

印字されるＱＲコードを利用して納付ができるようにな

りました。

　納付書裏面に記載されている金融機関やコンビニに加

え、全国のＱＲコード対応金融機関で納付ができるほか、

スマホやパソコンを使って納付ができるなど納付方法が

大幅に拡充されますので、ぜひご活用ください。

詳しくは町のホームページをご確認ください。

■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

固定資産税の納税通知書を発送
します

お知らせ

　令和５年度固定資産税納税通知書を発送します。

▼納税通知書の発送　５月１日（月）

　納期は、５・７・９・11 月の各月末です（月末が日

曜日など休日にあたる場合はその翌日）。納め忘れのな

いよう計画的に納付をお願いします。

■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

国民年金の免除申請お知らせ

国民年金の支払いが困難な　皆様へ

　国民年金第１号被保険者は毎月の保険料を納めていた

だく必要があります。

　収入の減少や失業などにより保険料を納めることが経

済的に難しいときは、「保険料免除・納付猶予制度」の

手続を行ってください。

　保険料免除や納付猶予になった期間は、年金の受給資

格期間に算入されます。

※納付猶予になった期間は年金額には反映しません。

※学生の方は「学生納付特例制度」を利用してください。

受給する年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予

になった保険料を後から納める（追納制度）ことができ

ます。

　保険料の納付期限から 2 年を経過すると時効により免

除申請ができないなど、要件を満たしていなければ将来、

障害年金や遺族年金などを受給できなくなる場合があり

ます。

　未納期間がある方、失業などで保険料納付が困難な場

合は、高知西年金事務所または、役場年金担当にお問い

合わせください。

▼出張年金相談所の開設について

本年度の出張年金相談は、6 月 7 日（水）と 12 月 6

日（水）に開設されます。相談を希望される方は、事

前に高知西年金事務所へ予約をお願いします。

■お問い合わせ先

　高知西年金事務所 

((

088-875-1717

町民課 

((

22-3117

大正　町民生活課 

((

27-0112

十和　町民生活課 

((

28-5112

▼

イベント

▼

イベント

移動図書館車、運行中！

ヤングアダルトコーナー
できました

　四万十町立図書館では 4 月より移動図書館車の巡回を

始めました。

　車は軽四トラックの荷台部分を本棚に改造した特殊車

両で、常時約 800 冊の本を積んで巡回しています。

　毎週火～金曜日の決まった時間に、小学校や集会所な

どを中心に町内の各所へ訪問しています。移動図書館車

の本は、町立図書館の利用者カードで借りることができ

ます。

　なお、巡回スケジュールについては、スケジュール表

を各巡回時に配付しています。また、図書館、生涯学習課、

大正・十和地域振興局でも配布中です。

■お問い合わせ先　四万十町立図書館　

((

22-5000

　四万十町立図書館本館にヤン

グアダルトコーナーを設置しま

した。中高生の皆さん向けに、

将来を考えるときに必要な職業

や進路の本、部活や心の悩みに

役立つ本などを集めました。

　ぜひ手に取ってみてくださ

い。

■お問い合わせ先

四万十町立図書館

((

22-5000

窪川高校の生徒の

皆さんが育てた花

のプランターで、

移動図書館車の駐

車スペースを飾っ

ています。

Event
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～　なくしたい！不法投棄　～

1

へ

　近年の一般ごみは大型家電、建築廃材など比較的大型なものが目立つ

ようになってきています。今回の四万十川一斉清掃でもこれらのものが

多く見られています。町では、関係者の協力により不法投棄の多い場所

には注意看板を設置していますが、まだまだ不法投棄は絶えません！！

　鮎の友釣り漁は、四万十川では５月 15 日に上流淡水漁協の管轄域を皮

切りに、順次解禁日を迎えます。今後は、日本全国から多くの釣りファンや観

光客が訪問される時期となりますので右のような看板が、四万十川の川沿いに

増えないように、川を大切に守る活動に対してこれからも皆さまのご協力をよ

ろしくお願いします。

※不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」違反となり、違反者には、

５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金、もしくはその両方が課せら

れます。
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お知らせ

発
信
や
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討
中
の
相
談
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
人

口
の
自
然
増
減
に
関
わ
る
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
、
健
康
長
寿
の
施
策
や
、
転
出
抑
制
な
ど

に
も
併
せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
、
即
効
性
と
い
う
意

味
に
お
き
ま
し
て
は
、
移
住
促
進
へ
の
期
待
値
は

高
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
（
電
子
商
取
引
）
の
再

開
に
つ
い
て

　

本
事
業
は
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
販
売
が
伸
び
て
い
る
中

で
、
本
町
の
豊
か
な
特
産
物
を
生
か
し
た
販
売
方

法
と
し
て
将
来
的
な
展
望
の
も
と
協
議
会
が
結
成

さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
事
業
で

し
た
が
、
参
加
事
業
者
へ
の
説
明
不
足
な
ど
の
ご

指
摘
を
受
け
、
同
年
９
月
に
販
売
を
休
止
し
、
お

よ
そ
１
年
半
に
わ
た
り
休
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
主
導
で
町
内
事
業
者
と
の
数
回
に

わ
た
る
意
見
交
換
を
通
じ
、
問
題
点
の
確
認
と
課

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
こ
の
５

月
11

日
に
事
業
の
再
開
に
向
け
た
総
会
を
開
催

し
、
役
員
、
組
織
お
よ
び
予
算
な
ど
の
新
た
な
体

制
が
定
め
ら
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
販
売
の
再
開
に
向
け
て
サ
イ
ト
の
整

備
や
販
売
作
業
の
確
認
に
入
っ
て
お
り
、
出
品
物

の
確
認
が
済
み
次
第
、
７
月
に
は
販
売
を
開
始
し

た
い
と
い
う
予
定
で
動
い
て
い
ま
す
。
町
民

お
よ
び
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
再
開
が
遅

れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
た
な
船
出
に
あ
た
り
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
道
大
道
日
吉
線
に
お
け
る
落
石

事
故
に
つ
い
て

　

５
月
８
日
の
午
前
８
時
20

分
ご
ろ
、
口
大

道
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
下
流
5
0
0
ｍ
付
近

に
お
い
て
、
し
ま
ん
と
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
送
迎
車

両
が
被
災
す
る
落
石
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
故
に
よ
り
、
車
両
は
全
損
し
、
運

転
を
し
て
い
た
職
員
と
同
乗
し
て
い
た
施
設

利
用
者
が
緊
急
搬
送
さ
れ
、
職
員
は
頭
蓋
骨

骨
折
な
ど
、
施
設
利
用
者
は
腰
椎
圧
迫
骨
折

で
入
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
２
名
と

も
退
院
し
、
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
通
院
治

療
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
道
路
管
理
者
と
し
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
事
故
に
遭
わ
れ
た

被
災
者
に
対
し
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
災
者
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

と
し
て
誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
、
現
在
、
町
が
契
約
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
保
険
金
の
支
払

い
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
事
故
現
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
落

石
除
去
後
に
二
次
災
害
の
危
険
性
が
低
い
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
当
日
中
に
通
行
止
め
を

解
除
し
、
直
ち
に
落
石
注
意
の
看
板
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
測
量
設
計
を

経
て
落
石
防
止
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
の
巡
回
状
況
に
つ

い
て

　

移
動
図
書
館
車
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
に
策
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、

昨
年
度
に
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
放
課
後

の
小
学
校
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
巡
回

計
画
を
策
定
し
、
本
年
度
か
ら
窪
川
地
域
で

９
か
所
、
大
正
地
域
で
６
か
所
、
十
和
地
域

で
7
か
所
を
巡
回
場
所
に
設
定
し
、
運
行
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
に
は
、
3
7
4
人
の
利
用
が
あ
り
、

貸
出
冊
数
4
7
2
冊
、
新
規
の
利
用
登
録
者

数
37

人
、
５
月
に
は
、
3
3
7
人
の
利
用
が

あ
り
、
貸
出
冊
数
4
7
0
冊
、
新
規
の
利
用

登
録
者
数
25

人
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
向
く
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
巡
回
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
の
運
行
で
あ
り
、
巡
回
す
る
場
所

や
時
間
の
十
分
な
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
移
動
図
書
館
車

の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

十
和
診
療
所
の
医
師
に
つ
い
て

　

国
保
十
和
診
療
所
の
医
師
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
よ
り
常
勤
の
医
師
が
不
在
と
な

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
上
田
敬
医
師
を
所

長
と
し
て
お
迎
え
し
、
あ
わ
せ
て
く
ぼ
か
わ

病
院
を
は
じ
め
県
内
の
医
療
機
関
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
常
勤
医
師
不
在
の
状
態
に

対
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
は
常
勤
医
師

の
配
置
を
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
年
度
途
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
縁
が
あ
り
和
田
有
司
医
師

が
着
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
田
医
師
は
、
高
知
医
科
大
学
医
学
部
医

学
科
卒
業
後
、
県
外
、
県
内
の
病
院
、
診
療

所
な
ど
で
ご
経
験
を
重
ね
ら
れ
、
平
成
26

年

か
ら
は
西
土
佐
診
療
所
の
副
所
長
を
約
２
年

間
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
本
町
へ
の

な
じ
み
も
深
く
、
地
域
医
療
の
充
実
に
ご
尽

力
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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